
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コンビニにおける性表現対策 

〇目隠し板購入費：140枚 400,000円 

〇包装資材購入費：130,000枚 500,000円 

〇ステッカー作成費：200枚 50,000円 

予算額 

◯女性と女児に対する性暴力を防止し、安全・安心な生活環境を実現するため、コンビニ等の 

公共空間における性表現から、子どもたちを守る取組を実施する。 

◯コンビニの協力を得て、成人雑誌陳列棚の目隠し取付けや雑誌への色付き包装の実施などの

対策を行う。 

事業概要・目的 

市民協働課 セーフシティ関連業務 

堺市では、女性や子どもに対する性暴力のない安全

なまちづくり事業＜堺セーフシティ・プログラム推進

事業＞に取り組んでいます。― 堺 市 ― 

 

 

 

 

 

堺市では、女性や子どもに対する性暴力のない安全

なまちづくり事業＜堺セーフシティ・プログラム推進

事業＞に取り組んでいます。― 堺 市 ― 

 

 

 

 

 

堺市では、女性や子どもに対する性暴力のない安全

なまちづくり事業＜堺セーフシティ・プログラム推進

事業＞に取り組んでいます。― 堺 市 ― 

 

 

 

 

 

雑誌への色付き包装の実施案    

 

 

堺市では、女性や子どもに対する性暴

力のない安全なまちづくり事業＜堺

セーフシティ・プログラム推進事業＞

に取り組んでいます。― 堺 市 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府青少年健全育成条例によ

り、１８歳未満の方に対して、こ

こに陳列してある雑誌等を販売

したり閲覧させることは禁止さ

れています。 

 

成人雑誌陳列棚に目隠し取付け 

 

１．成人雑誌陳列棚の目隠し取付け（堺市名義の印字） 

２．雑誌への色付き包装の実施（堺市名義の印字,黄色の半透明） 

３．成人雑誌の子供の目の届かない高さへの移動 

４．セーフシティ協力店の表示（ステッカーの配布） 

 

事業内容 

現 状 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公的空間における死角調査 

事業概要・目的 

◯女性と女児に対する性暴力を防止し、安全・安心な生活環境を実現するため、公園や人通

りの少ない道路等の公的空間における死角を調査し危険箇所を把握する。 

◯行政（警察）、市民及び事業所等が協働し、実際に「まちあるき」を行い、死角となりやす

い「公園等の樹木、公衆トイレ、空家、集合住宅等におけるエレベータ、薄暗い箇所等」、

犯罪の温床となりそうな危険箇所を調査 

◯調査結果に基づく「ハザードマップ」を作成 

◯「ハザードマップ」を公開し、行政、自治会及び事業所等による、防犯環境改善の取組へ

と展開する。 

 

 

 

 

 

               

 

 
行政 

 
警察 

 
市民 

 
大学 

 
事業所 

 
ボランティア団体 

 

（仮称）まちあるき隊 

 
まちあるき 「ハザードマップ」作成   ⇒  各関係団体へフィードバック  

 
市内全域へ展開 

◯まちあるき関係経費：１００，０００円 

・会場費（お茶代含む）、写真代、まちあるき関係備品（チョッキ懐中電灯）等 

○マップ作成費：１００，０００円 

予算額 

事業内容 



  

新たな防犯活動への支援育成 

≪さかい提灯部隊（夜間巡回）に呼応する新たな活動≫ 

 
事業概要・目的 

◯今年度の公募提案型協働推進事業で採択された「女性と子ども安全安心ネットワーク推進事

業」で実施する活動（※1）に呼応する取り組みを他の団体へ広げることで、地域社会の連帯

感の向上や公的空間の安全、安心を高め、女性や子どもが安心して暮らせるまちづくりを推

進する。 

※1～地域ボランティア活動や行政等で担うことが困難である、深夜帯等における安全安心感を  

高める活動「さかい提灯自転車パトロール」を、企業等からの協賛金で自主運営する 

事業内容Ⅱ（新たな活動団体の支援育成） 

◯市内企業（特に市内を巡回する営業車を有する企業）による巡回活動支援 

 ・活動に向けた研修実施 

・市内巡回の営業車による巡回活動（車両へのマグネットシートの配布） 

・地域安全対策協力企業への認定ステッカー配布 

〇本市が作成、配布している自転車「ひったくり防止カバー」等にステッカーを張り付け、 

 市内統一の「地域安全見守り活動」として啓発 

予算額 

◯車両用啓発マグネット：３００，０００円 

○協力企業ステッカー：１００，０００円 

○啓発用チラシ作成：５０，０００円 



 

堺市では、女性や子どもに対する性暴力のない安全

なまちづくり事業＜堺セーフシティ・プログラム推進

事業＞に取り組んでいます。― 堺 市 ― 

 

 

 

 

 

コードフォー活用によるアプリ開発 

事業概要・目的 

◯民間主導による地域課題解決に向けた協議・アイデアの抽出を経て、ＩＴやデザインを活

用した公共ＩＴサービス（アプリ）の開発・提供を推進する。 

○本市におけるコードフォーの取り組みの第一弾として、まずは、女性や女児への性暴力を

防止し、安全・安心な生活環境の確保に寄与することを目的とする。 

事業内容 

◯民間主導により、エンジニア、クリエイターをはじめ、大学、企業、行政といった多様な

主体による協議会を設立し、地域課題解決に向けたアイデアを抽出する。 

○本市は、協議の場への参画（負担金）及び開発に必要な各種データを提供する。 

行政 

エンジニア 

市民 

クリエイター 

大学 

企業 

協

議

会 

公共 課題 改善 

公共ＩＴサービス 

予算額 

◯協議会運営負担金：200,000円 

◯先進他都市への視察旅費：50,000円×2人×2回 

将来展望 

○将来的には、本市における子育て・教育、歴史・文化、観光といった様々な分野における

公共ＩＴサービスの開発・提供を推進し、より快適な市民の生活環境や来訪者の環境の充

実を図る。 

コードフォーによる

公共ＩＴサービス 

コード 

フォー堺 

の確立 

子育て・教育 

歴史・文化 

観 光 etc… 


